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一　

は
じ
め
に

三
大
楽
書
の
一
つ
で
あ
る
『
體
源
鈔
』
は
、
豊
原
統
秋
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
楽
書
で
あ
る
。『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
に
続
い
て
編

纂
さ
れ
た
楽
書
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
は
『
教
訓
抄
』
な
ど
よ
り
も
雑
駁
な
印
象
を
受
け
る
。
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
多
数
の
書
物
を
引

用
し
事
例
を
羅
列
す
る
編
纂
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
豊
原
統
秋
が
ど
の
よ
う
な
書
物
を
参
照
し
『
體
源

鈔
』
を
編
纂
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二　
『
體
源
鈔
』
概
要

『
體
源
鈔
』
は
豊
原
統
秋
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
楽
書
で
あ
る
。
狛
近
真
に
よ
る
『
教
訓
抄
』、
安
倍
季
尚
に
よ
る
『
楽
家
禄
』
と
と
も

に
、
三
大
楽
書
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
豊
原
家
は
京
都
方
楽
所
に
属
し
、
代
々
笙
の
演
奏
を
担
当
し
て
い
た
。
豊
原
統
秋
は
、
宝
徳

一

『
體
源
鈔
』
の
参
照
書
と
そ
の
特
徴

由

井

恭

子
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二
（
一
四
五
〇
）
年
に
豊
原
治
秋
の
子
息
と
し
て
誕
生
し
た

（
１
）

。
没
年
は
大
永
四
（
一
五
二
四
）
年
で
あ
る
。
永
正
十
五
（
一
五
一
八
）
年

雅
楽
頭
に
任
ぜ
ら
れ
、
後
柏
原
天
皇
の
笙
の
師
範
を
務
め
た
。
応
仁
の
乱
な
ど
乱
世
の
京
を
生
き
た
楽
人
で
あ
っ
た
。『
體
源
鈔
』
の
編

纂
意
図
と
し
て
、
応
仁
の
乱
に
よ
り
混
乱
し
た
世
を
嘆
き
、
統
秋
の
知
る
芸
能
伝
承
を
書
き
残
し
た
と
さ
れ
る
。『
體
源
鈔
』
に
は
、
笙
、

横
笛
、
簫
な
ど
の
管
楽
器
、
鞨
鼓
、
太
鼓
な
ど
の
打
楽
器
、
琵
琶
、
和
琴
な
ど
の
絃
楽
器
の
よ
う
に
、
雅
楽
で
演
奏
さ
れ
る
楽
器
に
つ
い

て
の
膨
大
な
雑
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
楽
器
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
調
子
を
中
心
と
し
た
雅
楽
の
原
理
、
雅
楽
の
演
奏
方

法
、
神
楽
、
催
馬
楽
、
風
俗
、
今
様
、
伽
陀
な
ど
の
歌
謡
、
舞
楽
、
寺
社
に
お
け
る
芸
能
と
楽
人
の
作
法
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
印
度
中

国
な
ど
か
ら
伝
来
し
た
芸
能
伝
承
、
室
町
将
軍
家
の
笙
に
ま
つ
わ
る
記
録
、
日
蓮
宗
に
対
す
る
篤
い
信
仰
心
な
ど
、
音
楽
を
中
心
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

（
２
）

。
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
内
容
は
、
多
く
の
書
物
を
参
照
し
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り

示
さ
れ
て
い
る
。
次
章
で
は
『
體
源
鈔
』
に
載
る
書
物
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。

三　
『
體
源
鈔
』
の
参
照
書

『
體
源
鈔
』
に
示
さ
れ
て
い
る
書
名
は
多
岐
に
わ
た
る
。
三
島
暁
子
氏
は
、『
體
源
鈔
』
の
構
成
が
複
雑
な
こ
と
を
あ
げ
、
そ
の
原
因
を

以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
３
）

。

第
一
に
そ
の
内
容
が
多
岐
に
及
び
、か
つ
、専
門
性
が
高
い
点
で
あ
る
。
譜
や
楽
理
の
記
述
は
も
と
よ
り
、和
歌
・
香
道
・
仏
道
に
及
び
、

そ
の
著
述
項
目
の
脈
絡
は
捉
え
に
く
く
、
ま
た
、
記
事
の
重
複
も
多
い
。
第
二
に
、
先
行
す
る
楽
書
、『
教
訓
抄
』
や
『
続
教
訓
抄
』

の
ほ
か
、
多
く
の
散
逸
文
献
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
記
述
は
引
用
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
て
も
、
そ

の
終
始
が
明
確
な
部
分
は
む
し
ろ
少
な
い
の
で
あ
る
。

『
體
源
鈔
』
に
は
、「
○
○
に
曰
く
」
の
よ
う
に
典
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
書
名
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
三
島
氏
の
ご
指
摘
ど
お
り
典
拠

二
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と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
孫
引
き
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
、
統
秋
が
実
際
に
何
を
ど
の
よ
う
に
引
用
し
『
體
源
鈔
』
を
編
纂
し

た
の
か
を
判
断
す
る
の
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、『
體
源
鈔
』
に
書
名
が
残
さ
れ
て
い
る
書
物
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、『
體

源
鈔
』
の
構
成
を
考
え
る
う
え
で
必
要
と
判
断
し
、今
回
は
書
名
と
し
て
載
る
も
の
を
、表
一
に
ま
と
め
た
。
書
名
は
日
本
古
典
全
書
『
體

源
鈔
』
の
表
記
に
従
い
示
し
た
が
、
異
体
字
を
通
行
字
体
に
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
書
名
の
後
に
（　

）
で
示
し
た
も
の
は
、
筆
者
が
簡

単
な
注
記
な
ど
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
実
態
不
明
で
あ
る
が
書
名
と
判
断
し
た
も
の
は
、
な
る
べ
く
表
に
掲
げ
た
。
書
名

か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
表
に
掲
げ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

三

日
本
の
楽
書
／

日
本
の
譜

相
竹
略
頌
　
臨
調
子
譜
　
足
柄
歌
笛
譜
　
東
遊
笛
譜
　
打
物
案
譜
　
打
物
案
譜
法
　
大
神
景
範
家
記
　
大
神
景
通
家
日
記
　
大
神

景
範
家
記
　
王
監
物
頼
吉
譜
　
太
田
丸
譜
　
尾
張
得
業
譜
　
音
律
図
　
懐
竹
抄
　
懐
竹
譜
　
楽
談
史
　

神
楽
催
馬
楽
秘
注
（
梁
塵
愚
案
抄
）　
神
楽
秘
註
（
梁
塵
愚
案
抄
）　
神
楽
譜
　
量
秋
自
筆
記
　
狛
光
時
舞
譜
　
楽
記
　
桂
譜
　

管
絃
音
義
　
教
訓
抄
　
宜
陽
殿
竹
譜
　
愚
聞
記
　
源
家
ノ
舞
ノ
譜
　
荒
序
譜
　
五
重
（
五
重
記
）　
狛
朝
葛
記

狛
光
時
自
筆
舞
譜
　
狛
光
近
之
自
筆
ノ
舞
譜
　
惟
李
相
伝
譜
　
是
季
譜
　
催
馬
楽
註
秘
抄
（
梁
塵
愚
案
抄
） 

催
馬
楽
註
　

催
馬
楽
ノ
笛
譜
　
催
馬
楽
譜
　
左
大
臣
信
朝
臣
横
笛
譜 

貞
保
親
王
譜
　
三
五
中
録
　
三
五
要
録
　
三
条
宮
譜
　
残
夜
抄

糸
管
抄
（
糸
管
要
抄
）　
糸
竹
譜
　
十
三
帖
譜
（
兼
秋
自
筆
撰
十
三
帖
譜
）　
十
二
律
図
　
十
二
律
旋
宮
図
　
笙
譜
　
新
撰
龍
吟
抄
　

仁
智
譜
　
仁
智
要
略
　
仁
智
要
録
新
鳳
秘
録
　
資
忠
記
（
神
楽
作
法
　
資
忠
記
）　
続
教
訓
抄
　
體
源
鈔
　
龍
秋
自
筆
譜
　
龍
秋
書
　

龍
秋
図
　
知
足
院
殿
御
譜
　
長
竹
譜
　
経
信
卿
記
朝
葛
記
　
南
宮
笛
譜
　
内
侍
所
御
神
楽
略
次
第
　
八
幡
尼
御
前
譜
　

博
貞
ガ
譜
風
俗
譜
　
豊
兼
抄
　
鳳
凰
集
　
鳳
凰
抄
　
堀
川
院
御
譜
　
毎
息
譜
　
真
葛
記
　
政
長
朝
臣
家
歌
笛
譜
　
万
秋
楽
譜

光
季
秘
記
　
光
近
目
録
　
光
時
記
　
光
時
秘
譜
　
光
時
譜
　
明
竹
譜
　
明
暹
譜
　
明
徳
五
年
常
楽
会
日
記
　
綿
譜
　
基
政
記
　

基
政
譜
　
夜
鶴
庭
訓
　
幸
秋
譜
梨
園
旧
風
　
龍
吟
抄
　
類
聚
楽
録
　
類
聚
筝
譜
　
蓮
道
譜
　
六
帖
和
琴
系
図

日
本
の
文
学
作
品

宇
治
殿
御
物
語
　
奥
義
抄
　
花
鳥
餘
情
　
月
清
集
（
秋
篠
月
清
集
）　
源
氏
物
語
　
江
談
抄
　
古
今
集
（
古
今
和
歌
集
）　

古
今
著
聞
集
　
故
事
記
（
古
事
記
）　
後
撰
（
後
撰
和
歌
集
）　
さ
夜
の
ね
ざ
め
　
十
訓
抄
　
拾
遺
集
（
拾
遺
和
歌
集
）　

拾
遺
佳
句
　
成
尋
阿
闍
梨
ガ
入
唐
之
記
　
続
草
庵
集
　
新
撰
髄
脳
　
井
蛙
抄
　
千
載
佳
句
　
千
載
集
（
千
載
和
歌
集
）　

徒
然
草
　
踏
歌
記
　
菟
裘
賦
　
内
侍
所
御
神
楽
略
次
第
　
日
本
書
紀
　
風
土
記
　
弁
内
侍
日
記
　
方
丈
記
　
政
秋
撰
集
　
枕
草
子
　

万
葉
集
　
無
名
抄
　
八
雲
御
抄
　
大
和
物
語
　
楊
氏
漢
語
抄
　
義
貞
記
　
梁
塵
秘
抄
　
和
名
抄
（
和
名
類
聚
抄
）　

表
一
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四

日
本
の
歴
史
的
史
料
な
ど

宇
治
左
府
の
記
　
延
喜
御
記
　
延
喜
式
　
寛
治
三
年
平
等
院
一
切
経
会
記
　
き
ぬ
か
つ
き
　
行
基
菩
薩
図
　
旧
事
本
紀
　 

十
七
條

の
憲
法
　
中
右
記
　
内
宴
記
　
年
代
記
　
本
朝
格
　
本
朝
書
籍
目
録
　
本
朝
令
　
匡
房
卿
記
（
江
記
）　
村
上
御
記
（
村
上
天
皇
御

記
）　 

蒙
求
ノ
注
　
麗
気
記

中
国
の
楽
書
／

中
国
の
譜

楽
書
　
楽
書
要
録
　
楽
星
図
譜
　
楽
府
雑
録
　
琴
操
　
虞
世
南
琵
琶
賦
　
嵆
叔
夜
琴
賦
　
荊
州
記
　
阮
瑀
筝
賦
　
古
今
楽
録
　

吴
都
賦
　
混
天
図
　
随
調
應
律
　
薜
収
琵
琶
賦
　
大
宋
楽
人
魏
奇
録
　
大
宋
国
魏
歌
譜
　
陳
氏
楽
書
　
伝
玄
筝
賦
　
伝
玄
琵
琶
賦
　

杜
摯
笳
賦
　
馬
融
長
笛
賦
　
伏
滔
長
笛
賦
　
律
書
楽
図

漢
籍

易
経
　
淮
南
子
　
王
子
年
拾
遺
記
　
会
要   

楽
緯
　
月
令
章
句
　
家
法
詩
　
翰
苑
　
漢
旧
義
　
韓
子
（
韓
非
子
）　
韓
詩
外
伝
　
顔

氏
家
訓
　
漢
書
　
関
中
記
　
漢
武
内
伝
　
魏
志
　
魏
文
帝
与
鍾
大
理
書
　
鄴
中
記
　
玉
篇
　
兼
名
苑
　
家
語
（
孔
子
家
語
）　
広
雅
　

孝
経
　
考
工
記
（
周
礼
考
工
記
）　
孔
子
三
朝
記
　
後
周
書
　
高
祖
実
録
　
洽
聞
記
　
後
漢
書
　
五
経
正
義
　
五
経
通
義
　
国
語
　

五
代
史
記
　
語
林
　
蔡
琰
別
伝
　
西
京
雑
記
　
左
伝
（
春
秋
左
氏
伝
）　
山
谷
（
山
谷
詩
集
）　
三
蒼
　
三
体
詩
（
三
体
唐
詩
）　

三
礼
義
宗
　
三
礼
図
　
慈
恩
伝
（
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
）　
爾
雅
　
史
記
　
事
始
　
釈
名
　
周
易
　
周
書
　
尚
書
（
書
経
）　

周
礼
　
荀
子
　
貞
観
政
要
　
初
学
記
　
蒋
魴
切
韻
　
事
林
広
記
　
晋
書
　
新
唐
書
　
尋
明
抄
新
論
　
醉
郷
日
月
　
西
征
記
　

世
本
　
世
説
（
世
説
新
語
）　
説
文
（
説
文
解
字
）　
千
字
文
之
注
　
蒼
頡
篇
　
宋
史
　
荘
子
　
続
後
漢
書
　
丹
陽
記
　
注
好
選
　

調
楽
記
　
通
礼
義
纂
　
通
典
　
帝
王
世
記
　
帝
王
代
記
　
東
観
漢
記
　
東
京
賦
　
唐
書
　
唐
令
独
断
　
道
徳
経
（
老
子
道
徳
経
）　

白
氏
文
集
　
博
物
志
　
百
詠
（
李
嶠
百
詠
）　
白
虎
通
　
風
俗
通
義
　
諷
賦
　
編
珠
録
　
編
年
通
論
　
穆
天
子
伝
　
蒙
求
　
毛
詩
　

文
選
　
文
選
注
　
遊
仙
窟
　
遊
方
問
録
　
礼
記
　
李
氏
五
運
図
　
呂
氏
春
秋
　
列
子
　
列
子
伝
　
列
女
伝
　
列
仙
伝
　
論
語
　
論

語
疏
　
冤
魂
志

経
典
／
仏
教
書
類

阿
含
経
　
阿
弥
陀
経
　
観
心
本
尊
抄
　
観
音
経
　
観
仏
相
海
経
　
弘
決
（
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
）　
華
厳
経
　

玄
義
（
法
華
玄
義
）　
元
亨
釈
書
　
金
剛
宝
山
ノ
記
（
役
行
者
ノ
金
剛
宝
山
ノ
記
）　
金
光
明
経
　
最
勝
王
経
　

止
観
（
摩
訶
止
観
）　
爾
前
ノ
経
（
爾
前
経
）　
次
第
禅
門
　
悉
曇
蔵
　
持
法
華
問
答
抄
　
釈
氏
　
沙
弥
経
　
十
往
生
経
　

浄
名
経
（
維
摩
経
）　
心
経
（
般
若
心
経
）　
山
海
経
　
提
謂
経
（
提
謂
波
利
経
）　
大
集
経
（
大
方
等
大
集
経
）　
太
子
伝
　

大
乗
経
　
大
日
経
　
大
般
若
経
　
大
品
般
若
経
　
大
論
（
大
智
度
論
）　
鄭
注
　
天
台
御
尺
文
句
（
法
華
文
句
）　
仁
王
経
　

涅
槃
経
　
般
若
経
　
普
賢
経
　
付
法
蔵
伝
　
仏
出
経
　
方
等
（
方
等
経
）　
法
華
経
　
法
華
経
尺
文
（
法
華
経
釈
文
）　
法
則
集
　

菩
薩
処
胎
経
　
本
尊
供
養
御
書
　
梵
網
経
　
摩
訶
止
観
　
妙
音
天
御
誓
願
　
妙
法
曼
荼
羅
供
養
抄
（
妙
法
曼
陀
羅
供
養
事
）　

妙
楽
大
師
御
尺
（
法
華
玄
義
釈
籤
）　
無
行
経
　
文
句
記
（
法
華
文
句
記
）　
薬
師
経
　
麗
気
記
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五

表
一
か
ら
も
、『
體
源
鈔
』
の
な
か
に
は
膨
大
な
書
物
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
日
本
の
楽
書
や
譜
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
日
本
の
楽
書
や
譜
に
つ
い
て
は
、
九
十
以
上
の
書
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
な

か
で
、『
體
源
鈔
』
に
最
も
多
く
書
名
が
載
る
の
は
『
教
訓
抄
』
で
、
見
落
と
し
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
七
十
箇
所
以
上
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
書
名
が
多
く
載
る
の
は
『
続
教
訓
抄
』
で
、
二
十
八
箇
所
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
島
氏
が
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、『
體
源
鈔
』
は
先
に
成
立
し
た
『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
引
用
箇
所

の
多
さ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
は
、『
體
源
鈔
』
編
纂
の
際
に
最
も
活
用
さ
れ
た
書
物
と
い
え
る
。

『
體
源
鈔
』
に
見
ら
れ
る
、
日
本
の
楽
書
、
譜
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
島
氏
に
よ
っ
て
、
守
覚
法
親
王
の
『
糸
竹
要
抄
』、
妙
音
院
師

長
と
藤
原
孝
道
、
そ
の
子
息
の
孝
時
が
携
わ
っ
た
『
三
五
要
録
』『
残
夜
抄
』『
三
五
中
録
』、
雅
楽
の
主
旋
律
を
演
奏
す
る
笛
譜
と
し
て

『
宣
陽
殿
竹
譜
』『
貞
保
親
王
御
撰
南
竹
譜
』『
博
雅
卿
撰
長
竹
譜
』『
大
神
惟
季
懐
中
譜
』
な
ど
が
参
考
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
た
と

え
ば
豊
原
兼
秋
に
よ
る
『
毎
息
譜
』
な
ど
の
、
豊
原
家
祖
先
の
記
録
類
、
そ
し
て
御
神
楽
に
関
す
る
記
録
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
６
）

。そ
の
ほ
か
、楽
家
の
記
録
や
伝
来
譜
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、笛
の
家
大
神
家
の
『
大
神
景
範
家
記
』『
大
神
景
通
家
日
記
』『
大

神
景
範
家
記
』『
惟
李
相
伝
譜
』『
是
季
譜
』『
基
政
記
』『
基
政
譜
』、
南
都
狛
家
の
『
狛
朝
葛
記
』『
狛
光
時
自
筆
舞
譜
』『
狛
光
近
之
自

筆
ノ
舞
譜
』『
光
季
秘
記
』『
光
近
目
録
』『
光
時
記
』『
光
時
秘
譜
』『
光
時
譜
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
楽
家
の
記
録
や
譜
が
多
く

見
ら
れ
る
が
、『
體
源
鈔
』
に
見
ら
れ
る
箇
所
は
、『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
か
ら
の
孫
引
き
も
多
い
。
今
後
詳
細
に
分
析
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、『
體
源
鈔
』
巻
十
に
は
、
神
楽
、
催
馬
楽
、
風
俗
、
今
様
、
伽
陀
の
項
目
が
あ
り
、
統
秋
が
歌
謡
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、一
条
兼
良
の
『
神
楽
催
馬
楽
秘
注
（
梁
塵
愚
案
抄
）』『
神

楽
秘
註
（
梁
塵
愚
案
抄
）』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
島
氏
の
ご
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り

（
７
）

、
豊
原
統
秋
が
綾
小
路
家
か
ら
相
伝
し
た
秘
蔵
の
書

で
あ
っ
た
が
、『
続
教
訓
抄
』
成
立
以
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
梁
塵
愚
案
抄
』
も
手
に
入
れ
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
『
體
源
鈔
』
に
入
れ
よ
う

と
し
た
意
識
が
う
か
が
え
る
。　



大
正
大
學
研
究
紀
要

　
第
一
〇
六
輯

44

つ
ぎ
に
日
本
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
統
秋
自
身
は
和
歌
を
よ
く
し
、家
集
『
松
下
抄
』『
豊
原
統
秋
千
首
』
な
ど
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、文
学
の
素
養
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。書
名
と
し
て
は『
古
今
和
歌
集
』『
拾
遺
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』

『
千
載
和
歌
集
』
な
ど
の
勅
撰
集
、『
万
葉
集
』、
藤
原
良
経
の
『
秋
篠
月
清
集
』、
頓
阿
の
『
続
草
庵
集
』
な
ど
の
歌
集
、
藤
原
清
輔
の
『
奥

義
抄
』、
藤
原
公
任
の
『
新
撰
髄
脳
』、
鴨
長
明
の
『
無
明
抄
』、
順
徳
天
皇
の
『
八
雲
御
抄
』
な
ど
の
歌
学
書
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
古

事
記
』『
日
本
書
紀
』『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
古
今
著
聞
集
』『
十
訓
抄
』『
大
和
物
語
』『
梁
塵
秘
抄
』
な
ど
著
名
な
作
品
も
見
ら
れ
る
。

統
秋
は
、『
體
源
鈔
』
に
た
び
た
び
『
源
氏
物
語
』
を
引
用
し
て
お
り
、『
源
氏
物
語
』
を
愛
読
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
一
条

兼
良
に
よ
る
源
氏
物
語
の
注
釈
『
花
鳥
餘
情
』
の
書
名
も
見
ら
れ

（
９
）

、
熱
心
に
研
究
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

続
い
て
、
日
本
の
歴
史
史
料
な
ど
を
確
認
す
る
。
日
記
類
と
し
て
、
醍
醐
天
皇
の
『
延
喜
御
記
』、
村
上
天
皇
の
『
村
上
御
記
』、
大
江

匡
房
の
『
匡
房
卿
記
』、
藤
原
宗
忠
の
『
中
右
記
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
『
寛
治
三
年
平
等
院
一
切
経
会
記
』
の
よ
う
に
、

特
定
の
儀
礼
の
記
録
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
は
『
教
訓
抄
』
と
同
文
の
た
め
、『
教
訓
抄
』
か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
體
源

鈔
』
で
は
『
教
訓
抄
』
か
ら
の
引
用
と
は
せ
ず
、「
寛
治
三
年
平
等
院
一
切
経
会
記
云
」
と
し
、
そ
の
日
の
様
子
を
示
し
て
い
る）

（1
（

。『
體
源

鈔
』
の
編
纂
方
法
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。 　

さ
ら
に
、
中
国
の
楽
書
や
譜
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
最
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
『
律
書
楽
図
』
で
、
見
落
と
し
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
十
八
箇
所
、
書
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
律
書
楽
図
』
は
『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
に
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
中

国
の
楽
書
で
あ
る
。
現
在
散
逸
し
て
お
り
全
貌
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』『
體
源
鈔
』
に
引
か
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
容
の
一
端
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
、『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』『
體
源
鈔
』
が
挙
げ
て
い
る
笛
に
つ
い
て
の
項

目
を
比
較
し
て
み
る
。

『
教
訓
抄
』
巻
八
横
笛

秘
事
者
、
納
序
、
古
弾
、
待
拍
子
、
高
麗
調
子
、『
犬
』『
吉
簡
』

六
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抑
長
笛
者
、馬
融
善
ノ
吹
者
為

ナ
ヅ
ク

二
長
笛
一
。
有
二
文
選
馬
季
帳
之
長
笛
賦
一
。
末
代
ニ
此
笛
ヲ
伝
テ
不
レ
吹
。
可
レ
尋
。
短
笛
ハ
尺
八
云
。

律
書
楽
図
云
、
是
以
為
二
短
笛
一
。

『
続
教
訓
抄
』
巻
十
一）

（1
（

　

狛
笛
秘
曲
者

納
序　

古
弾　

待
拍
子　

高
麗
調
子　

狛
犬　

吉
簡

三
笛
会
図

（
図　

省
略
）

第
四
太
笛
者

又
名
二
長
笛
一

律
書
楽
図
云
、
馬
融
善
吹
ハ
長
笛
ト
ス
。
文
選
馬
季
長
ガ
笛
賦
ニ
見
エ
タ
リ
。　
　
　
　
　

      

『
體
源
鈔
』
巻
五

狛
笛
秘
曲
者

納
序　

古
弾　

待
拍
子　

高
麗
調
子　

狛
犬　

吉
簡　

三
笛
会
図

（
図　

省
略
）

太
笛
者　

又
名
長
笛

律
書
楽
図
ニ
云
ク
、
馬
融
善
吹
ハ
長
笛
ト
ス
。
文
選
馬
季
長
ガ
笛
ノ
賦
ニ
見
ヘ
タ
リ
。

こ
れ
ら
は
、
笛
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
場
面
の
一
部
で
あ
る
。『
教
訓
抄
』
で
は
、
笛
の
秘
事
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
も
そ
も
長
笛
は
馬

七
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融
善
が
吹
く
者
を
長
笛
と
名
付
け
た
と
す
る
。
そ
の
後
、『
文
選
』
に
馬
季
帳
の
長
笛
賦
が
あ
り
、
末
代
で
は
こ
の
笛
は
伝
来
し
て
い
る

が
吹
か
な
い
と
示
し
、
そ
れ
に
対
し
、「
可
レ
尋
」
と
覚
え
書
き
を
残
し
て
い
る
。
話
題
が
短
笛
に
移
り
、
短
笛
は
八
尺
と
い
い
、『
律
書

楽
図
』
に
こ
れ
を
も
っ
て
短
笛
と
な
す
と
、
こ
こ
で
『
律
書
楽
図
』
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、『
続
教
訓
抄
』『
體
源
鈔
』
で
は
、

『
教
訓
抄
』
同
様
に
秘
事
（
秘
曲
）
を
挙
げ
、
つ
ぎ
に
三
笛
会
図
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
後
『
律
書
楽
図
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
、「
馬
融

善
吹
ハ
長
笛
ト
ス
」
と
載
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
続
教
訓
抄
』
は
『
教
訓
抄
』
の
構
成
を
参
照
し
つ
つ
、
さ
ら
に
情
報
を
増
補
、
改

訂
し
て
い
る
。『
體
源
鈔
』
は
『
続
教
訓
抄
』
と
配
列
も
記
述
も
同
じ
た
め
、
こ
の
箇
所
は
『
體
源
鈔
』
が
『
続
教
訓
抄
』
を
参
照
し
引

用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
體
源
鈔
』
の
こ
の
場
面
に
は
『
続
教
訓
抄
』
の
書
名
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
體
源

鈔
』
に
は
引
用
元
と
考
え
ら
れ
る
書
名
を
明
記
し
て
い
な
い
箇
所
が
多
く
あ
る
と
予
測
さ
れ
、
そ
の
た
め
統
秋
が
実
際
に
引
用
し
た
資
料

を
特
定
で
き
ず
、
編
纂
方
法
を
解
明
す
る
の
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、『
體
源
鈔
』
に
は
、『
大
宋
楽
人
魏
奇
録
』『
大
宋
国
魏
歌
譜
』
な
ど
、
現
在
で
は
実
態
が
不
明
な
書
籍
名
も
残
っ
て
い
る
。

『
體
源
鈔
』
巻
四
に
『
大
宋
楽
人
魏
奇
録
』
の
書
名
が
残
る
。
そ
の
場
面
を
確
認
す
る）

（1
（

。

乙
丑
七
月
甲
申
二
十
日
壬
子
大
宋
楽
人
魏
奇
録

奥
書永

享
三
年
十
一
月
晦
日
書
之    　
　

    

改
名
治
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
原
朝
臣
重
秋
判

こ
の
よ
う
に
引
用
の
後
に
、
豊
原
重
秋
の
奥
書
を
載
せ
て
お
り
、
こ
れ
が
豊
原
家
に
伝
来
し
て
い
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
か
ら
、
豊
原
家
は
日
本
の
楽
書
や
譜
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
の
楽
に
関
す
る
書
籍
も
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
漢
籍
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
表
一
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
體
源
鈔
』
に
は
多
く
の
漢
籍
が
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
巻
四
は
笙

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
、『
釈
名
』『
礼
記
』『
爾
雅
』『
白
虎
通
』
な
ど
を
引
用
し
な
が
ら）

（1
（

、
笙
の
特
徴
や
起
源
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
国
に
伝
わ
る
楽
器
の
起
源
や
、
音
楽
理
論
に
つ
い
て
漢
籍
か
ら
引
用
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

八
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九

は
『
続
教
訓
抄
』
に
も
同
じ
記
述
が
見
ら
れ）

（1
（

、『
體
源
鈔
』
は
こ
れ
ら
の
漢
籍
を
直
接
引
用
し
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。

し
か
し
、
そ
れ
が
、
孫
引
き
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
約
百
種
類
の
漢
籍
の
書
名
が
確
認
さ
れ
、『
體
源
鈔
』
の
な
か
に
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、儒
教
書
と
し
て
は
『
孔
子
家
語
』『
孝
経
』『
五
経
正
義
』『
春
秋
左
氏
伝
』『
礼
記
』『
論
語
』
な
ど
、

歴
史
書
の
『
漢
書
』『
魏
志
』『
国
語
』『
史
記
』『
周
書
』『
晋
書
』『
唐
書
』
な
ど
、
字
書
の
『
玉
篇
』『
爾
雅
』『
広
雅
』『
釈
名
』『
説
文

解
字
』、思
想
書
の
『
淮
南
子
』『
韓
非
子
』『
荀
子
』『
荘
子
』
な
ど
、文
学
作
品
と
し
て
は
『
韓
詩
外
伝
』『
西
京
雑
記
』『
三
体
唐
詩
』『
注

好
選
』『
白
氏
文
集
』『
文
選
』『
遊
仙
窟
』
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、易
に
つ
い
て
記
し
た
『
易
経
』、百
科
事
典
の
『
初
学
記
』、

歳
時
記
の
『
事
林
広
記
』、世
界
の
事
物
の
雑
記
『
博
物
志
』
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、

『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』『
體
源
鈔
』
と
楽
書
に
引
か
れ
続
け
て
い
る
書
も
あ
る
。
今
後
、
日
本
の
楽
書
の
構
成
を
考
察
す
る
う
え
で
も
、

そ
の
引
用
方
法
を
詳
細
に
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
経
典
・
仏
教
書
類
を
確
認
す
る
。
経
典
と
し
て
は
、『
阿
含
経
』『
阿
弥
陀
経
』『
観
音
経
』『
般
若
心
経
』『
涅
槃
経
』『
普
賢

経
』
な
ど
、
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
周
知
の
と
お
り
豊
原
統
秋
は
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）
の
熱
烈
な

信
者
で
あ
る
た
め
、
日
蓮
の
著
作
で
あ
る
『
観
心
本
尊
抄
』『
持
法
華
問
答
抄
』『
本
尊
供
養
御
書
』『
妙
法
曼
荼
羅
供
養
抄
』
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、日
蓮
宗
で
大
切
に
さ
れ
た
『
爾
前
経
』
や
、『
日
蓮
上
人
遺
文
』
に
引
用
が
残
る
『
観
仏
相
海
経
』

の
書
名
も
見
ら
れ
る
。
先
に
成
立
し
た
『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
で
は
、著
者
の
信
仰
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、『
體

源
鈔
』
の
な
か
で
統
秋
は
、
自
身
の
法
華
信
仰
に
つ
い
て
熱
心
に
記
し
て
い
お
り
、
そ
の
な
か
で
日
蓮
関
連
の
書
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
統
秋
は
、
楽
人
と
し
て
楽
の
知
識
を
『
體
源
鈔
』
に
残
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
法
華
信
者
と
し
て
の
思
想
を
日
蓮
の
著
作
を

引
用
し
な
が
ら
所
々
で
熱
心
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
に
造
詣
の
深
い
統
秋
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く
の
経
典
や
仏
教
書
を
使
用
し

な
が
ら
、
自
分
の
思
想
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四　

む
す
び

本
稿
で
は
、『
體
源
鈔
』
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
元
に
編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
、『
體
源
鈔
』
に
記
さ
れ
て
い
る
書
名
を
確

認
し
た
。
書
名
は
、
日
本
の
楽
書
・
譜
、
日
本
の
文
学
作
品
、
日
本
の
歴
史
的
史
料
な
ど
、
中
国
の
楽
書
・
譜
、
漢
籍
、
経
典
・
仏
教
書

類
に
分
類
し
て
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
、『
教
訓
抄
』『
続
教
訓
抄
』
か
ら
の
孫
引
き
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
體
源
鈔
』
の
な
か
に
は
、

こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
書
物
の
情
報
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
目
安
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
さ
ら
に
詳
細
に
分
析

し
、
引
用
方
法
や
配
列
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

註
（1）
豊
原
統
秋
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
百
科
全
書
』『
国
史
大
辞
典
』
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

https://japanknow
ledge-com

.ezproxy.taislib.jp/lib/display/?lid=1001000326496

、https://japanknow
ledge-

com
.ezproxy.taislib.jp/lib/display/?lid=30010zz352190　

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
閲
覧
）

『
體
源
鈔
』
の
成
立
や
引
用
書
籍
に
つ
い
て
は
、
福
原
尚
氏
「『
體
源
鈔
』
所
引
の
『
十
訓
抄
』
に
つ
い
て
―
受
容
の
様
相
と
そ
の
本

文
研
究
上
の
価
値
―
」『
国
語
国
文
』
第
五
七
巻
第
九
号　

一
九
八
八
年
九
月
、中
原
香
苗
氏
「
楽
書
と
偽
書
―
『
體
源
鈔
』
所
引
『
至

要
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」『「
偽
書
」
の
生
成
―
中
世
的
思
考
と
表
現
』
森
話
社　

二
〇
〇
三
年
十
一
月
、
中
原
香
苗
氏
「『
體
源
鈔
』

の
生
成
」『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
第
三
集　

和
泉
書
院　

二
〇
〇
一
年
、
中
原
香
苗
氏
「『
體
源
鈔
』
所
引
の
『
愚
聞
記
』
に

つ
い
て
」『
日
本
文
学
』
第
六
一
巻
第
三
号　

二
〇
一
二
年
三
月
、
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（2）
将
軍
家
の
笙
の
師
範
に
つ
い
て
は
、
三
島
暁
子
氏
『
天
皇
・
将
軍
・
地
下
楽
人
の
室
町
音
楽
史
』　

思
文
閣　

二
〇
一
二
年
、
豊
原

統
秋
の
法
華
信
仰
に
つ
い
て
は
、
冠
賢
一
氏
「
室
町
時
代
の
京
都
楽
家　

豊
原
統
秋
の
法
華
信
仰
」『
渡
邊
寶
陽
先
生
古
希
記
念
論

文
集　

日
蓮
教
学
教
団
史
論
叢
』
平
楽
寺
書
店　

二
〇
〇
三
年
三
月
、
石
附
敏
幸
氏
「『
體
源
鈔
』
に
み
る
地
下
楽
人
豊
原
統
秋
の

一
〇
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法
華
信
仰
」『
興
風
』
二
八
号　

二
〇
一
六
年
十
二
月
に
詳
し
い
。

（3）
三
島
暁
子
氏　
『
天
皇
・
将
軍
・
地
下
楽
人
の
室
町
音
楽
史
』
第
九
章
「
豊
原
統
秋
と
『
體
源
鈔
』
研
究
の
展
望
」
思
文
閣　

二
〇
一
二
年　

三
〇
〇
頁

（4）
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（『
體
源
鈔
』
一
～
四
）　

現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年

（5）
前
掲

（3）
三
〇
二
～
三
〇
四
頁

（6）
前
掲

（3）
三
〇
四
～
三
〇
五
頁

（7）
前
掲

（3）
三
〇
五
頁

（8）
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（『
體
源
鈔
』
三
）　

現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年　

一
一
八
一
頁

（9）
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（『
體
源
鈔
』
三
）　

現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年　

八
四
七
頁

（（1）
『
教
訓
抄
』
は
『
日
本
思
想
大
系
』
二
三
（『
古
代
中
世
芸
術
論
』）　

岩
波
書
店　

一
九
七
三
年 

九
七
頁
、『
體
源
鈔
』
は
『
復
刻

　

日
本
古
典
全
集
』（『
體
源
鈔
』
三
）　

現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年　

一
〇
三
三
頁
～
一
〇
三
四
頁

（（（）
『
日
本
思
想
大
系
』
二
三
（『
古
代
中
世
芸
術
論
』）　

岩
波
書
店　

一
九
七
三
年　

一
五
六
頁

（（1）
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（『
続
教
訓
鈔
』
下
）　

日
本
古
典
全
集
刊
行
会　

一
九
七
七
年　

四
七
二
～
四
七
四
頁 　

（（3）
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（『
體
源
鈔
』
二
）　

現
代
思
潮
社　

一
九
七
八
年　

五
六
五
～
五
六
六
頁

（（1）
前
掲

（（3）　

四
九
八
頁

（（1）
前
掲

（（3）　

三
八
五
～
三
八
六
頁

（（1）
『
覆
刻　

日
本
古
典
全
集
』（『
続
教
訓
鈔
』
下
）　

日
本
古
典
全
集
刊
行
会　

一
九
七
七
年　

四
〇
三
～
四
〇
四
頁 　

付
記＊

本
稿
は
、JSPS

科
研
費19k00140

の
成
果
の
一
部
で
す
。

一
一
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＊
本
稿
【
表
一
】
作
成
に
あ
た
り
、
武
南
高
校
非
常
勤
講
師
・
大
駒
晴
江
氏
、
大
正
大
学
非
常
勤
講
師
・
北
林
茉
莉
代
氏
、
大
正
大
学

綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
生
・
上
條
駿
氏
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員
・
平
間
尚
子
氏
（
五
十
音
順
）
の
協
力
を
得
た
。

一
二


